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新潟ガス購の有機物
一一一…一炭化水素鉱床における窟機物の研究　その4一 一…
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　これ、らの旨試牽’1は壌も賊で／渠員文馨嫌醸舞1ノ）1紛寒藷入才気て譲也

質調査所へ謝 ）7坤計慰行なった。甑㍗場析は，1．iゾ

uぐ舞藁瀞”／寝31織恥、・シ学譲垂観1麟ナト嚢撫弍磐！婁プ頑違蝿ず率叢媛、試

料の礁罫難き1擬イヒ博丈素1こつい薫行なこった。これら恐鶯ア毫試

料を、1こつい駕，裟別瓢微一成ンの磐光分桝　（分析1高橋溺）

鷺二鼎驚うン窮）イヒ”　｝却f（！シン析1賭藤薩行）とがマテ塊煮われ’ぐ

いる驚

　水溶嚢／擁鋭幾物，誠料な鞍びにコア、試料の採取坑井奏ン薩酸を

ノ“至1 懇！こ’講訟し／犬二難

　またi．liノ下・沼垂・大臨釜観測井の試料採取位置は第

21窯1窪案．1購犬1麟にジ罫し♂た票

　簿．慧分析法

　水溶輯蕎機物の分峯埴こついては，すでむ1凄、欝　轡）鴎に

羅シ・くて秘・るので1略す。

　薫アのン’1掃

　蕎機巌素1欝アの風乾試料につ、〆・て磐 揖《量乾式燃焼

S／憩（鷹，簿．A．法ゆによりN羅CNを驚いての滴定

背ズ、つオこ。

法により金ノ炎葬糞を灘篤§し，　秀炭1駿測1疋ぞ去によ

り無機簾瀦を測1定，二れを差引いて1禽機炭素

を算出，奮水率に、より乾燥試料に対する覧を

騨．出した。

　曹機窒素ゴのと同様き風乾試料に
　いてケル　ゼール法により全窒．欝箋を憾輸竃し／，

劉に。，．料に飽和巌酸カリ液，鎗傑　盤化カリ

液をカ1段．空寒遷出法により難旧計態窒・素を測

罵，無機窒素として繭，、デより差引いて有機窯

素暴：を求めた、また奮水1より乾燥試料に対

すメ、”顔韻じた（なお硝酸態，i／轟酸態窒

素についてよきわめて髭戴少と讐察されるので

測笈ζし』ぐいない。）。

　1疲率繕ク翼r署ト

　欝．￥㌦s燃黎、h．鷺．鷲　によつて鑛案され、，趣1下

秀晴により改良検討さ渋、た炭化水素類分析

浸磨欝を／一餐耳且、た鼎輿錨氾するとシ／分欝｛した輝義章餐

、試牽斗3〔｝一，Q9に粛寸し筆）磁罵磁燃噸c鍍鱗欝磁無Q無暖

（淑紮黛翫25）　3漢捻鎌／容斉県こ、柔り，　ソツクスレ

ー掃1段i器を使茸Bーて！嶺1二iいする費桑瘍灘薯夜を卓幻蕨

し得られた抽出物はC翫で遊離硫黄を溶解

後，前記3混合溶剤にて再溶解して無機物を

除き，蛇燥しノご後掘出量を秤定7後，ク欝マト

用アルミナ労ラムに3儀鴫嫁x繕慧e，b鱒罵鱗鷺筆

1｝y鵡鵬の順に葬容解，注、入する」膿働

／藁y（／罫（顯蜘鴛，卿i（騨漁紬通⊃、腐よび｛騰

駄縫Phurは鴛一1罵xε支1｝、漁ギ響」雛し撃　ξ置（還黛雛ic

駄．嬢．は　b轍罵蝶驚　で　○一N－s叙）mlヌ）u鷺ds／濫

騨顔1辮で分離1、、，残りを残査として測定

する韓　なお／セ／襟x撫瞭中グ）f澱驚縄／排撚rは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奪鉦

農．分析結果ならびに黛馨考察

　墨．婁　匿餐1欝唖癒欝機孕勢

　新潟ガス疑げス付随水中の有機炭素・有機窒素につい

㌦は，醗記しノこよ）に菊？潟ズス膨薫蟹ヒ藤金調査幸艮告に一暑碁

誕、葡随してある、、

　分析蕪穏懸i幾・1こぞ1ぐ毒早。この表で一蹄してわ泊蔦るこ・と

は，深簸（表中一無段）の分析値は浅層（鼠i・ド『ド段）の分

析／駄りも有機屏　、窒素・有機が累／有機窒素比とも

に大きいことで鯨）る。しか！－各獺々の纏では必田書ミしも一・

定した変イ綴．ノ浬、、誌ない．これは地／．覧的差，　㌧有成分の横

違などが　　1してい念と考えられる．またl　l鋤にCl㎜α

瞬
，
ン鱗縫蝦、、た競新潟ガ矯ヨにおける力次付随水申の

Cヒ量は，ほぼガス層深度に藁／三相関しているので，一応
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るのこれ鵜対して澗璽紀蟻ilであるV層，置V糠ではその此

は欝．婆、篶慈、激に滅少し，猟腱およびそれ以浅のカス麟

で尋嵐、14．7とさ1う／こ1威る舞して、／・選，跡　こ薪）　ち14～15と秘・

う数値は，麟墾i鵬爾ガス1欝）鱒獣熱贈豊蓬い地域
が）7郵溢箪lkl羊ぎ嶽熱勿（ノ）噴薮とi鑓臆．寿鷲廿謄麦）1る・二と韓嫁蕪誌三1さ才し惹。

灘者は，水享，こ！、至．、馨機物の勤畷下水において，講機肌素

声鋳機黛鍾欝巽まヒオ聾、、万裕・こ二とを1舞発三魍蓼殺霧ノy濱頒藝ガ、ス1鷺／こ“》㌧・

て報欝i継雪．た。新潟ガ．ス鑓の禽機鯵　流論機素／

講機窒素．姥の関係を第・ノ茎図に示したが，　この場享噸．1。1

ヲ彰瀞講ζ誌鉾海舞薄ノブ．ス1劃と醇辞羨1こ，藩ぎ／幾1巽舞、の溜｝レ・力奇、ス付博糞徳

水に騰欄ヲ素ノ麿機窒講、鰍が大、どな編頃向が明㌧かに示

さ才ミ、て㌧ハる毒　このこ二と韓藩亀／翼津二1二茎の琴鉾幾学簿オ葦　豊盛《〕猟擁擁（薩（ヂ

麟c譲に分解し，　照麟竣／穏高い嘱麟幾髪、、糞〆講桑幾　　鎌姥の糸難

成をも．った炭水化物系統の有機物がよ鱒多く水に霧．濃げ

るため，灘　、き1れ，る心耀，縫，中に充．謄な、舞機物がギ蕉す・態

葦
．
、
狼

．バこ1強，　そのラ露響豊　澤饗．iiもし．た雄｛って多くヲ　．至蘇誕ノ　勢

馨裂治ζ礪翰）れ、、≡）聯　馨．た・そヂ）1慮の、ガ’ス／まヲ　・そ矛Lオζイ泣　　払ると

こ　の地下の！1カ，水鍵）ll 度，水の溶存盤、斐類などの物

薄まシ　嚢㌘瀦舞窪勺f条・慧：乳鐸＼び幅慧ゴ趨！織、ギ麟郵（、醸講．汐）慧尋露む）なきど1こ

より，定やた量まで地下に貯肇，1穐鐸景　（水溶挫ガスの嚇

慈む鐙　魏鐸酋葺こ1妻患一下｛ガくグ）1三1三三ソぴ夢　I」叢惹蔓聾こ～　善ナる鷺漣議霧、ガ救澄茎

鰯隷で地下水は膚“スを溶解する。）。こハ　1を趨、え翠　轡

姦鋳こ畢ま野　ガ、ス1嘘一一環寺嚢勺衰議食包年1麟犬叢灘で葦象一ヂガく．にンi壽まオ・1、，　ま

プこ超ジド寿こ遜毒建メブ，スぜ）誘犬釜態、岬論張擁｝ること1こ『なる7う｛豊　この

．跳塾こガスは移勤逸滅しやすいと考えられる、したがつ

て廟機物は．聴質時’代を通じ，たえまなく分解が行なわれ、

てお勢，が、岩萎1で水溶性有鍵1耀）多いことならびにジ糞機

！鍬素／孝斗機糞、弊睾繋．姥の大なることは，そこにガス生繊の能

力が1残諮綻ノて浅ぢ“）可書繍盤琶ポしノているものと葉考察さオL

る⇔このことはガス　床探査の一一方法とと、，て利用滞能と

ノ蟹認つ才隻、るG

　セ欠藁こ重愈藩ごガ“じ、・まれ、る翔鷲イi　》奪勿寺こ〆；蜘デ蔦，　ガス雛滋、学）

拶一，熱、無機態、の炭議・講機態のダ素の三態、乾分け，絶対

存難1：～二相対ギぐ畿とを計茎，瀬”ると第2表となる。この

　慧）ラ）至f夢煙驚を黛三角1導嚢業にミ擬罫する～ごた葛5図となる謙

図ヒ，こ一す’で紅麟鰻　筑、．た；煮1浮守溌夢錯警），　1．．1．1形ガ1．ス繊働灌諏　ケ

海1ザ．ほ謝の憾：を1溝季叢ξこ；激した⇔　、二4）図で鯛らかな、よ

鵜，潴／愈地下水では浅／lゾら深度を増すとジ手ざ機炭素は

減少し．，無機炭嚢が翼加1憾砦またi、／彫ガス細ではガス

i三至三1のノ、1灘澄から1コ1偽心密i編こ1縄か．ウて難1孝絃蟻設タ、、は瀬1ゴむし，　カひ、ス

ア隷の毒簗講黛（｛⊃墨甚ギ£）幡慮勤顛毬）、ガi萄尋こラテ・奮しシ　薄テ濃葺．ガ．ス懲

℃雑二さら，隔i．馨：し㌧・7ブス｝懲｝議　￥カi：iのソフ賜二づン1布するむ　ご、

才蕪ま．妻乾下寺、、幽象曇ずジ．職季驚葉男騨）づ葬弊ま愚潅三の・一ぜ；）の芳＾1憩を薄激憾皿
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